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Ⅰ．緒言：昨年度、不妊の模擬患者（Simulated patients: SP）を活用した面接演習での助産学生の学
びを報告した。学生は、不妊患者の思いに気づき、その把握の困難性を感じ、個別性に応じた対応
の必要性を考えることができていた。事例の背景が複雑であったことから、事例設定条件を精選して
いくことも必要であると考察した。そこで本研究では、事例の患者背景を子宮内膜症疑いの不妊患者と
単純にし、不妊患者の理解を深めることを目的とし SPによる演習を行ったので、その成果を報告する。 
Ⅱ．研究方法：研究期間：平成 22 年 7～12 月、SP セッション：助産学専攻科学生 17 名を対象に、
SP（初回不妊外来受診、月経痛がひどくて薬を飲んでいる、結婚後 2年以上経過している）への面接演
習を実施した。演習前に事例を渡し、4つのグループで面接内容の検討した後、グループ代表学生 1名
が 30 分で SP との直接面接を体験し、他学生は場面観察をした。学生には、演習前後に「不妊患者に
対して自分の思ったこと、感じたこと、考えたこと」のテーマでレポートを記載した。尚、学生は演習
前に不妊に関する授業を 6コマ受講している。内容分析の方法：演習前後 17名のレポートの内容を不
妊患者の理解の視点で文脈の意味を損なわないように切り取り、類似性に沿ってまとめ、サブカテゴリ
ー、カテゴリーを抽出した。内容分析は、4名の研究者間での一致率 70％以上とし、信頼性・妥当性を
高めた。倫理的配慮：学生には、研究目的、研究協力の有無は成績に影響しない、個人が特定されない
ことを強制力が働かないように配慮して説明し、レポートの提出を持って承諾を得たとした。 
Ⅲ．結果および考察：演習前では、『不妊患者の理解』『専門職者としてのかかわり方』『自分が不
妊だったら』『不妊の現状』の 4カテゴリーを抽出した。『不妊患者の理解』は 10 サブカテゴリー、
『専門職者としてのかかわり方』は 3 サブカテゴリーを抽出した。学生は、もし自分が不妊だっ
たらとても悲しい、自分がその立場になる可能性はゼロではないので、しっかり考える必要があ
るとしていた。また、専門職としてどのように不妊患者にかかわればいいのかその難しさも考え
ていた。不妊の現状では、不妊の原因、不妊に悩みなどを理解していた。 
演習後は、実施学生で、『不妊患者の理解』『専門職者としてのかかわり方』『自分の将来像』の
3カテゴリーであり、『不妊患者の理解』2サブカテゴリー、『専門職者としてのかかわり方』７サ
ブカテゴリーであった。学生は、具体的に媒体を活用して、相手の理解を確認し、個別的に対応
し、寄り沿っていくことが必要であるとしていた。自分が不妊患者に接するときの能力や知識を
高めたい希望を出していた。観察学生は、『不妊患者の理解』『専門職者としてのかかわり方』『専
門知識の必要性』『将来への展望』の 4 カテゴリーであった。『不妊患者の理解』は 2 サブカテゴ
リー、『専門職者としてのかかわり方』7サブカテゴリー、『専門知識の必要性』2サブカテゴリー
であった。不妊患者の背景や知識の理解と、情報のアセスメントや個別に応じた対応の必要性を
考えていた。専門職者として不妊患者への具体的なかかわり方を実施した学生から学んでいた。 
Ⅳ．結論および今後の課題：本研究において、事例設定条件を精選したことで、学生は、演習前よ
り、演習後、情報をアセスメントし、具体的な関わり方を考えることができていた。今後は、SP を
活用した演習の成果を実習へとどのように結び付けていくかを考えることが必要である。 
＊平成 23年 9月第 9回日本生殖看護学学術集会で発表予定である。 
